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表 1 初星の生育ステージ及び不稔歩合と収量
1 は じ め に

福島県の平成 5年 (1993年 )における水稲の作柄は,戦

後最低の作況指数61の「著しい不良」であった。この水稲

減収の要因は,早生,中生品種における障害不稔の発生と,

晩生品種の出穂遅延からくる登熟不良,及びいもち病の多

発が混合したものであった。これらの被害の実態には,地

域間で差がみられたので,農業試験場の作況試験のデータ

から,平坦部の被害の状況を解析した。

2試 験 方 法

0)調査方法
解析には農業試験場本場 (郡山市,以下郡山という),

会津支場 (会津坂下町,以下会津という),相場支場 (相

場市,以下相場という)における水稲作況試験の生育ステー

ジ,収量及び収量構成要素を使用した。

稔実歩合は,成熟期後に収穫した籾を透視により判定 し

た。粗玄米の千粒重は,出穂後15日から5日 ごとに3株を

採取し,乾燥後籾すりして求めた。また,成熟期に標本株

を採取し,一次及び二次枝梗の稔実籾について,籾重を調

査し,平成 4年の数値と比較した。

解析に使用した気象データは,会津支場では場内におけ

る観測値,その他の場所は場内に設置されているAMeDA
Sの観測値を使用した。

地域間の比較は,郡山,相馬,会津に共通 している品種

を対象とし,障害不稔は初星,登熟遅延はコンヒカリにつ

いて行った。

3 試験結果及び考察

0)中生品種における障害不稔の発生
初星の不稔歩合は,相馬が最も高く,次いで郡山,会津

の順であった。相馬の不稔歩合は,平年に比べ375%,郡

山では,171%多 く,稔実籾数が不足となり,著 しい不作

となった。しかし,会津の不稔歩合は,平年に比べ65%
増加したが,収量への影響は小さかった (表 1)。

会津の障害不稔が少ない要因は,幼穂形成期及び減数分

裂期の平均気温が最も低い日で19℃であり,低温に遭遇 し

(月
,日)(%) (%) (kg/a)_0

幼穂形
場 所 成始期

出穂期  不稔歩合
5年 平年差 5年 平年比

精玄米重

(月
。日)

相 馬  712
郡 山 716
会 津  7H

816   505   375    327    59
819   204   17 1    41 3    76
8 9    99    65    671    92

ていないためと考えられる。また,相馬及び郡山では,両

時期とも平均気温が17℃以下の時期と一致している。特に,

相馬では,郡山に比べ幼穂形成期に長期間低温に遭遇 して

おり,前歴効果により不稔が多くなったと考えられる (図 1)。
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図 1 地域別の平均気温の推移と初星の生育ステージ

12)中晩生品種の出穂遅延及び登熟の推移

1)出穂の遅延と収量及び収量構成要素
ヨンヒカリの出穂期は,会津で平年より7日 ,その他の

地域で10日遅れた (表 2)。 特に相馬と郡山の出穂期は,

地域の安全出穂晩限を越えた。

コンヒカリの成熟期における登熟歩合は,郡山及び相馬

ては,平年並みであったの対し,会津では平年より高かっ

た。また,玄米千粒重は,郡山及び相馬で平年より軽かっ

たが,会津では平年並みを確保した (表 2)。

郡山及び相馬の玄米千粒重が低下したのは,登熟期間の
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表2 コシヒカリの収量及び収量構成要素と登熟期間の気温

出 穂 期 精 玄 米 重 ご 籾 数 登 熟 歩 合 玄米千粒重
十 月 凩 極場 所  5年  平年差  5年  平年比  5年  平年比  5年  平年差  5年  平年比  5年   平年
平 均 気 温

%) 0囃 /0 (%) (%) (%) (g) (%) (℃ ) (℃ )
相 馬  828  ■10  504  98   347  116  753  -09  193  90  172  200
君椰  」日   828    +10     482     89      298      97     826    +04    196     92     172    207
会 津  820  +7  722  112   391  107  847  +58  218  100  195  223

平均気温が19℃以下であり,出穂遅延により登熟期間の気

温を確保できなかったためと考えられる。

地域別の精玄米重は,郡山が最も低く,次いで相馬,会
津の順であった。郡山では,玄米千粒重の低下が,減収要
因となった。しかし相馬では,玄米千粒重の低下が籾数増

で相殺され,収量が平年並みとなった (表 2)。

2)郡山における粗玄米千粒重の増加状況
郡山における粗玄米千粒重の増加状況は,登熟初期から

平年に比べ著しく劣り,遅延型冷害であった昭和63年に次

ぐ低さであった (表 3)。 平年 5年の登熟期間の気象は
,

平年に比べ平均気温が低く,日照時間も少なかった。また,

平成 5年は,昭和63年と比較すると,平均気温は低いが日

照時間が多かった。したがって,昭和63年より粗玄米千粒

重が増カロしたと考えられる。

表3 コシヒカリの出穂後日数と粗玄米千粒重の増加
(8)

3)枝梗別の籾の大きさ
郡山におけるコンヒカリの枝梗別の籾重は,

が軽く,二次枝梗粒は平成 4年並みであった

一次枝梗粒

(表 4)。 平

表4 コシヒカリの着粒位置別籾重

年

籾   重    平均  稔実籾数
次  一次   二次   籾重

5生F       236      252      243       261
4年    260   251   256    256
4年比   91   100    95    102
注 一次枝梗,二次枝梗とも先端の稔実穎花20粒につい
て調査

平均籾重=(一次枝梗籾重×一次枝梗着粒割合十二
次枝梗籾重×二次枝梗着粒割合)/100

成 5年は,平年では千粒重が重い一次枝梗粒のサイズが小

さく,登熟初期における玄米の肥大が抑制されたため,玄

米千粒重が低下したと推察される。

以上の結果から,郡山におけるコンヒカリの減収要因は,

幼穂形成始期から出穂期にかけての低温少照による籾のサ

イズの抑制と出穂遅延による登熟気温の低下と考えられる。

4 ま と め

平成 5年の水稲冷害は,相馬支場に代表される浜通りで

は,主に中生品種の障害不稔による著しい稔実籾数の減少,

本場に代表される中通りでは,中生品種の障害不稔の発生

と,中晩生品種の登熟不良によるものであった。また,会

津支場に代表される会津平坦部では,障害不稔の発生が少

なく,中晩生品種の登熟も良好で,冷害の影響はほとんど

認められなかった。

(mF) (mg) (m費 )(100粒/r)
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